
・教科に関する調査… …国語・算数、 …国語・数学

・生活習慣や学校環境に関する調査・・・児童生徒質問調査、学校質問調査

（１）各教科の結果［平均正答率］

※ 千葉県・全国ともに公立学校の平均正答率（%）です。

※ 文部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は小数第１位まで、県平均正答率は小数点以下を四捨五入した結果を示しています。

（２）児童生徒質問紙調査より（浦安市の結果より）

「当てはまる」または「どちらかといえば当てはまる」
と答えた児童生徒の平均正答率

国 語 ７３.３％ ６３.６％

算数/数学 ７２.３％ ５９.５％

「どちらかといえば当てはまらない」または「当てはまらない」
と答えた児童生徒の平均正答率

国 語 ５９.９％ ４８.０％

算数/数学 ６０.０％ ４２.７％

浦安市の子どもたちの

確かな学力の向上を目指して

令和６年度

浦安市 千葉県 全国 浦安市 千葉県 全国

国語 ７０％ ６７％ ６７.７％ 国語 ６０％ ５７％ ５８.１％

算数 ６９％ ６３％ ６３.４％ 算数 ５６％ ５１％ ５２.５％

〇本資料の目的
・「全国学力・学習状況調査」の結果を踏まえた、授業改善の推進に活用するため。

・調査結果を調査対象学年のみの結果として扱うのではなく、学校全体の指導改善に活用し、

組織的・継続的な取り組みに役立てるため。

〇全国学力・学習状況調査の調査内容について

全国学力・学習状況調査結果概要

浦安市教育委員会

小学校 ６ 年生 中学校 ３ 年 生

Q.「これまでに受けた授業（小学校は１～５年生、中学校は１・２年生の間）では、
課題の問題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」

小学校 中学校

小学校6年生 中学校３年生

「課題の問題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むこと」
と、「正答率」には関連性が見られます。資質・能力の育成に適した

言語活動の工夫や、学習を日常生活と関連づけて学習内容の定着

を図ることで、児童生徒がより主体的に学習に取り組むことができ、

今後の学力向上のための基盤を築くことができます。

この質問に

対して…

【調査実施日】令和 6年 4月 18日



１

山
岡
さ
ん
た
ち
は
、
国
語
の
時
間
に
、【
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
の
資

料
】
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
話
題
を
決
め
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の

【
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
の
資
料
】
と
【
話
し
合
い
の
一
部
】
を
読
ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

四

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
山
岡
さ
ん
の
最
後
の
発
言
を
受
け
て
、
あ
な

た
な
ら
ど
の
よ
う
な
考
え
を
述
べ
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し

た
が
っ
て
、実
際
に
話
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

【
正
答
例
】

山
岡
さ
ん
の
発
言
に
あ
っ
た
、様
々
な
人
が
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て

い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。自
分
と
は
異
な
る

価
値
観
に
意
識
し
て
触
れ
、多
様
な
意
見
と
触
れ
に
く
い
状
態
に
陥
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

＜下記問題の平均正答率＞
浦安市 58.6% 全国 56.6%

２

高
山
さ
ん
の
学
級
で
は
、
学
校
の
よ
さ
を
伝
え
る
文
章
を
書
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
高
山
さ
ん
は
、
学
校
の
よ
さ
を
考
え
な
が
ら
メ
モ
を
書
き
、
文
章

に
書
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
次
は
、
【
高
山
さ
ん
の
メ
モ
】
と
【
高
山
さ
ん
の

考
え
】
で
す
。こ
れ
ら
を
よ
く
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

二

高
山
さ
ん
は
、
次
の
【
高
山
さ
ん
の
文
章
】
の
□
に
、
【
高
山
さ
ん
の
取
材

メ
モ
】
を
も
と
に
し
て
考
え
た
「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
さ
を
書
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
が
高
山
さ
ん
な
ら
、
□
に
入
る
内
容
を
ど
の
よ
う
に
書
き
ま

す
か
。後
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
正
答
例
】

「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
１
年
生
や
、
「
み

ん
な
が
楽
し
そ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
４
年
生
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
学
年
を
こ
え
た
交
流
が
で
き
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。（
１
０
０
字
）

〔課題のあった設問〕 小学校・・・２ 二

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別し

て書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫することができるかどうかの問題です。

〔課題のあった設問〕 中学校・・・１（四）

話し合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言

と結び付けて自分の考えをまとめることができる

かどうかの問題です。

【この問題の理解を促すための手立て】

・取材メモは「事実」であり、自分の「考え」と混同

しないように促す。

・「事実」と「考え」を明確に区別して書くために、文

末表現に着目するよう促す。

【この問題の理解を促すための手立て】

・〈図〉と〈解説〉を基に、「フィルターバブル現象」の特

徴への理解を促す（話題を捉える）。

・自分の考え（これからの本の選び方）が、「だれの」「ど

の」発言と結び付けることができるか、それぞれの発言

内容を整理するよう促す。

＜下記問題の平均正答率＞
浦安市 46.0% 全国 44.7%

自分の考えを書く時には、「事実」

と「感想や意見」を整理する時間を

設定しましょう。

話し合いのゴールを明確にし、お互いの発

言を結び付けながら自分の考えをまとめ

る手立てを講じましょう。

具
体
的
な
改
善
方
法

・
説
明
文
で
は
「
事
実
」、
物
語
文
で
は
「
叙
述
」

を
基
に
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
も
て
る
よ
う

に
言
語
活
動
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

・「
事
実
」
と
「
感
想
や
意
見
」
と
の
関
係
を
十
分

に
捉
え
る
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

（
例
）

〇
視
覚
的
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
付
箋
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
等
）
に
整
理
す
る
。

〇
文
末
表
現
の
違
い
に
着
目
す
る
。

・
ど
れ
が
「
事
実
」
で
ど
れ
が
「
感
想
や
意
見
」

な
の
か
等
、
お
互
い
に
書
い
た
も
の
を
読
み
合

い
確
か
め
合
う
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。

小学校・国語

今 後 の 授 業 改 善 に む け て

中学校・国語

条
件
１

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
の
特
徴
に
つ
い
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
本
を
選
び
た
い
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。

条
件
２

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
誰
の
発
言
と
結
び
つ
く
の
か
が
分
か
る
よ
う
に

書
く
こ
と
。

具
体
的
な
改
善
方
法

・
話
し
合
い
の
目
的
や
話
し
合
い
の
仕
方
、
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
生
徒
と
共
有
す
る
な
ど
、
学
習

の
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
の
考
え
の
基
に
な
る
発
言
や
話
し
合
い
の

内
容
は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
整
理
す
る
良

さ
を
感
じ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
必
要
に
応
じ
て
話
し
合
い
の
様
子
を
録
画
し
、

良
さ
や
課
題
を
出
し
合
う
な
ど
振
り
返
り
の
際

に
活
用
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

〈
振
り
返
り
の
観
点
例
〉

〇
話
が
そ
れ
て
い
な
い
か
、
相
手
の
発
言
を
よ
く

聞
い
て
い
る
。

〇
話
し
合
っ
て
い
る
話
題
と
関
連
付
け
て
話
し
て

い
る
。

〇
分
か
ら
な
い
時
は
質
問
し
、
発
言
の
内
容
を
確

か
め
て
か
ら
自
分
の
考
え
を
話
し
て
い
る
。

〈
条
件
〉

〇
「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
書
く
こ
と
。

〇
【
高
山
さ
ん
の
取
材
メ
モ
】
の
下
級
生
に
聞
い
た
こ
と
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上

げ
て
書
く
こ
と
。

〇
六
十
字
以
上
、百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。



【問題の概要】桜の開花日の月の回数について問う問題

下の折れ線グラフで、３月の回数と４月の回数の違いが

最も大きい年代はいつですか。また、その年代について、

３月の回数と４月の回数の違いは何回ですか。

違いが最も大きい年代と、その年代について３月の回数

と４月の回数が何回ちがうかを、言葉と数を使って書きま

しょう。

【正答】次の①②を表す言葉がどちらも記述されている。

①３月の回数と４月の回数の違いが最も大きい年代が２０００

年代である。

②２０００年代の３月の回数と４月の回数の違いが６回である。

【誤りが多かった解答】

・①のみを記載している。 ２６．２％

・無回答率１２.７％

【問題の概要】
「車型ロボットの速さが、段階１から段階５まで、だんだん速
くなるにつれて、進んだ距離が長くなる傾向にある」と主張す
ることができる理由を、進んだ距離の分布にある５つの箱ひ
げ図を比較して説明する問題。（詳細は問題用紙を参照）

【正答】

（例）「速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、

箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていっている。（第１四分

位数と第３四分位数がだんだんと大きくなっている。）」

【誤りが多かった解答】

・無回答 30.7%

〔課題のあった設問〕⇒ ５（３）

小学校算数で、正答率が低かった問題です。

折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に

当てはまることを言葉や数を用いて記述する問題

です。

データを基にして、ある事柄が成り立つ

理由を説明する活動を設定しましょう。

具体的な改善方法

・問題文で問われていることは何かを正しく捉える活動を

繰り返し行いましょう。

・児童が必要なデータを読み取れているかを確認するため

に、データを読み取って捉えたことを伝え合う活動を行

いましょう。

・日常生活で興味関心のある事柄について、収集したデー

タを目的に応じて表やグラフに表し、データの特徴や傾

向を捉え、考察する活動を行いましょう。

今 後 の 授 業 改 善 に む け て

具体的な改善方法

・図で用いられる用語（ひげ、中央値、四分位数…な

ど）の意味を、図と照らし合わせながら正確に捉え

られるようにしましょう。

・データを見ながら数学的な表現を用いて説明するよ

うな問題演習に繰り返し取り組めるようにしましょ

う。

・誤答例を活用し、なぜ正答とならないのかを言葉で

説明する活動を行いましょう。

＜下記問題の平均正答率＞
浦安市 29.5% 全国 25.9%小学校・算数 中学校・数学

データから必要な情報を読み取り、根拠を

もとに説明する活動を設定しましょう。

〔課題のあった設問〕⇒ ７（２）

正答率は、全国や県を上回っているものの、約

７割の生徒が正解できていませんでした。特に、

無回答の生徒が３割を占めていることに関して、

改善が必要です。

【この問題の理解を促すための手立て】

・箱ひげ図が何を表す図なのかを、「ひげ、中央値、四分位数

…」などといった用語とともに理解できるようにする。

＜下記問題の平均正答率＞
浦安市 50.4% 全国 44.0%

【この問題の理解を促すための手立て】

・２つの折れ線グラフが何を表しているのか、縦軸と横軸が表し

ている事柄に着目して説明するよう促す。

・問題文の意味と、問われていることは何か(年代と回数の両方を

回答する必要があること)を確認する。

・グラフのどの部分を基に必要な情報を読みとったかをペアやグ

ループで伝え合う。

＜説明＞

［ ］、したがって、速さが段階１

から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、 １０cm

の位置から進んだ距離が長くなる傾向にある。



両方の設問に「当てはまる」または

「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合

小学校 ７２.９％

中学校 ６５.９％

両方の設問に「当てはまる」または

「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合

小学校 ６０.０％

中学校 ６０.２％

「当てはまる」または「どちらかといえば当てはまる」
と答えた児童生徒の平均正答率

国 語 ７２.０％ ６１.９％

算数/数学 ７１.２％ ５８.０％

「どちらかといえば当てはまらない」または「当てはまらない」
と答えた児童生徒の平均正答率

国 語 ６３.５％ ５３.９％

算数/数学 ６４.５％ ４９.３％

「当てはまる」または「どちらかといえば当てはまる」
と答えた児童生徒の平均正答率

国 語 ７１.９％ ６１.１％

算数/数学 ７０.８％ ５１.４％

「どちらかといえば当てはまらない」または「当てはまらない」
と答えた児童生徒の平均正答率

国 語 ６１.１％ ５１.４％

算数/数学 ６１.８％ ４９.９％

質問調査（小・中学校）

国全体の調査結果については、「国立教育政策研究所」のホームページから資料をご確認いただけます。

出典：国立教育政策研究所ホームページ（https://www.nier.go.jp/）

※各数値は浦安市の結果

※クロス集計を行う設問の両方に回答した児童生徒を集計しています。

Q.「授業では、課題の解決に向けて自分で考え、
自分から取り組んでいましたか。」

（主体的な学び）

Q. 「自分には、よいところが
あると思いますか。」

（自己肯定感）

Q. 「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができていますか。」（対話的な学び）

Q. 「自分と違う意見について考
えるのは楽しいと思います
か。」（意見の取り入れ）

Q. 「これまでに受けた授業（小学校は１～５年生、中学校は１・２年生の間）は、自分に
あった教え方、教材、学習時間になっていましたか。」（個別最適な学び）

小学校 6年生 中学校３年生
この質問に

対して…

Q. 「授業や学校生活では、友達と周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら
課題の解決に取り組んでいますか。」（協働的な学び）

小学校 6年生 中学校３年生
この質問に

対して…

上記のクロス集計の結果、それぞれの結果に関連性が見られます。これらの関連性は国全体のデータで
も同じような傾向が見られます。文部科学省が目指している「令和の日本型学校教育」では、この「個別最
適な学び」や「協働的な学び」について、それぞれの学びを一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善につなげていく方針やそれに関する資料が示されています。
今後の授業改善にむけて、これらの資料を効果的に活用するとともに、「１人１台端末の活用」や「探究的
な学習や体験活動の充実」、「指導の個別化」・「学習の個性化」、「義務教育９年間を見通した教科担任
制」など、各校の児童生徒の実態に合わせた計画を立て、学力向上につなげていきましょう。

～今後の授業改善にむけて～


